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   Five cases of ectopic ureteral orifice were experienced. 
 Case 1 : 17 year-old female. She had left complete ureteral reduplication. The ureter 
from left upper renal segment opened ectopically into the vestibule of the vagina. The 
case belonged to the type 3 of Thom's classification. 
 Case 2  : 9 year-old girl. She had right complete ureteral reduplication. The ureter from 
right upper renal segment opened into the vestibule of the vagina. The case also belonged 
to the type 3. 
 Case 3 : 5 year-old girl. She had left hypoplastic kidney. The ureter arising from  left 
kidney opened into the vagina. The case belonged to the type 1. 
 Case 4  : 5 year-old girl and not treated but a diagnoses was made by means of cystoscopy 
and intravenous pyelography and was found to belong to the type 1 
 Case 5 : 2 year-old girl, diagnosed by cystoscopy and intravenous pyelography. She  was 
treated with uretero-vesico neostomy and the case belonged to the type 1.
緒 言




に皮膚 と泌尿誌上 に発表 しているが,そ の後経
験 した症例 を加 え,表1の 如 く5例 について報
告す る.
表1尿 管 異 常 開 口 症 例
N・挿 者名 隔 圏 側 .fi類開・部位1嘱 腎尿管i治 療1摘 要
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別 出 腎 及び尿管肉眼的所見:重 量9.59,大いさ
3.5cm×2.8cm×2,5cm,表面は平滑,暗赤色欝血1性
で弾力性軟である(第6図)割 面は皮髄の境界やや




































































第10図 第9図 のス ケ ッチ
東野一尿管異常開口例
逆行性腎孟撮影:膣前庭部の異常開口と思われる小
孔 より尿管カテーテル4号 を挿入したが約5cmで 挿
入不能であつた.しかしカテーテルより透明液が露滴
状に滴下するのが認められ,30%UrokolinMllcc









































































で あ るが,小 形 で159,大 い さ5.3cm×3.8cm×2、6
cm.表 面 欝 血性 硬 度 稽 々軟,尿 管 は僅 か に拡 張 し漿 膜
面 浮 腫 状 で あ る.
第14図静脈性腎孟撮影像



























































































本邦に於け る尿管異常 開 口症例は,高 橋,市
川2》の 第1例 以来最 近の教室 の白神1)の1例,
その後 田村等3),今井4),嶺井5)が各 々1例 を
報告 してお り私 の本報告 例4例 を本症 に加算 す
れば(No.1は 白神 が本邦第153例目 として既
に加算済),1963年末 までに176例 を 数 え る
事 になる.そ こで岡大 泌尿器科教室 に於 け る本
症 につ いて総括的 観察を試み る と,表2の 如 く
1955年よりの満9年 間 の外来新患者総 数は14,
456名(男 子10,265名,女 子4,191名)で
その内本症患者 は前年度繰越 し重 複を含めて統
計的 には1ユ名(男子1名,女 子10名)であ る.東
大松村等6〕の13年間 の外来新患者 総数48,887
名に対 し本症患者は16名であ り,又 相戸7)は九
大の1955年より1960年までの外来新患者総数
11,036名に対 し7名 で あつ た と報告 してい る.





9》等Eisendrathlo),本邦例 では 白神P,嶺 井5)
が述べ ている様 にいずれ も女子 に多 く認め られ
る.こ れ は松 村・¥'5),仁平等 ω が 述 べてい る
如 く.胎 生学的,解 剖学 的に見て女子の異常開
口部位が尿道外括 約筋 の外 にあ る事が多いため
尿失禁が はつ き り現 われ るため と考 え られ る.
又 開口部位 に つい てもBurford等9).Eisend-
rathlo)が記載 してお り,こ こに 述 べ る事 は 繁
雑に なるので避 けてお く.
当教室未報告例 は全 例女子でその開 口部位は
膣3例,膣 前庭1例 であつた.
本症 の治療 としては腎別除術,半 腎別除術,
尿管膀胱移植等 が多 く行 われ ているが,松 村
等4)の統計 に よると非過 剰型では腎別除術(59
例 中46例),尿 管膀胱 移植(59例中9例),が
過剰型 では腎捌除 術(26例14例),半 腎別除術
(26例中6例)が 多い と述べてい る.当 教室の
未報告例 ではNo.1No.2(い ずれ も過剰型)
には半 腎捌除術を,No.3(非 過剰型)に は 腎
別除術を,No.5(非 過剰型)に は 尿管膀胱移
植 を行つた.
結 語
外来 患 者 総 数 尿管 異常 開 口
男隊 計 剃 列 計
1955 1,201 449 1.6500 1 1
1956 1,152 4011.5530 0 0
1957 1,097 3461.4430 0 0
1958 1,067 3931.4600 0 0
1959 1,019 4051.4240 O O
1960 1,107 4731.5800 1 1
196ユ 1,170 5511.7210 3 3
1962 1,241 5761.8171 2 3
1963 1,211 5971.8080 3 3
計 10,2654,19114.4561 10 11
次に尿管異常 開 口の分類には一般 にThom8)
(1928)の分類が用 い られ,私 の報告 した 症 例
No.1,No.2は皿型 に,No.3,No.4,No.5
は1型 に相 当す るもの と考 え る.
本邦報告例 では1型 が多 く次 で皿型 がそれに
次いでい る,欧米 の報告 例では前 述のThomS)
Burford等9〕は皿型が最 も多 く次で1型 の 順
に なつ てい る.
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